
知的障害教育小 ・中学校(学 部)部 会

教科別の指導における評価の在 り方

1研 究 のね らい

知的 障害 の ある児童 ・生徒 の指導 に当た っては 、一 人一 人の 障害 の状態 等 を把 握 し、そ れ

ぞ れ に応 じた教育 活動 を的確 に計画 ・実 施す る必 要が ある。

ま た 、 日々 の指導 に よ り児 童 ・生徒 が確 か な学 力 を身 に付 け る とと もに、保護 者 の信頼 を

確 保 して い くため に、多面的 な観 点 で客観 的 な評 価 を行 い 、そ の結 果 に基づ い て 、指導 内容

・方法 の検 証 ・改善等 を絶 えず 行 うこ とが求 め られ て いる。

昨年 度 の知的 障害教 育部会 にお い ては 、領域 ・教科 を合 わせ た 指導形 態 の うち 、生活 単元

学 習 と作 業学 習 を取 り上 げ 、 「関心 ・意 欲 ・態度 」 「思 考 ・判 断 」 「技能 ・表 現 」 「知 識 ・理

解 」 の4っ の観 点 に よる評価 規 準及 び評価 項 目の設定 を行 い 、分析 的 な評価 を行 った。 これ

に よ り、児童 ・生徒 の学習 の実現 状況 が 的確 に把 握 され 、必要 な 学習課 題 が 明確 にな り、指

導 内 容 ・方法 の改 善が図 られ る ことにな り、その結果 、児 童 ・生 徒 述確 実 に学 力 を身 に付 け

る こ とが 確か め られ てい る。

本 年度 は 、 この成 果 を踏 ま え、児 童 ・生徒 に 「碗 かな学 力 を身 につ け させ る」 こ とをね ら

い と して 、 「各 教科 の指 導 にお い て、観 点 別評価 規準 の設 定 を行 い、 分析 的 な評 価 を行 うこ

とに よ り、児 童 ・生徒 の学 習の 実現 状況 が的確 に把握 され 、必要 な学 習課題 が明確 に な る。

その 結果 、指 導内 容 ・方 法の改 善 が図 られ 、児童 ・生 徒 が確 実 に学 力 を身 に付 ける こ とが で

き る。」とい う仮説 に基づ き、教科 別 の指 導 におい て観 点別 評価 規 準 の設 定 を行 うと ともに 、

分 析 的 な評価 の在 り方 につ いて 、国語 ・算数 の教科 別 の指導 事例 を通 して研究 開発 を行 っ た。

皿 研究 の内容

1指 導計 画の 作成 と評価規 準の設 定 の在 り方

(1)各 教 科 の評価 の観点及 びそ の趣 旨(試 案)(表1)

現在 、知 的障 害養護 学校 にお け る各 教科 の評 価 の観 点及 び その趣 旨は、 文部 科学省 か ら

示 され てい ない が、本研 究 の必要 上 、小学校 ・中学校 の評価 の観 点及 び趣 旨を参 考 に、「関

心 ・意 欲 ・態度 」 「思考 ・判 断 」f技 能 ・表 現」 「知識 ・理 解」 の4観 点 を踏 ま え 、知 的 障

害養 護 学校 小学 部の 国語 と算 数 の教科 の 内容構 成 に即 して観 点 を設 定 した。 また 、観 点 の

趣 旨の設 定 に 当た っては 、各 段階 を通 じて評価 規準 の設 定 の基 本 とす るこ とが で きる よ う

に 、各 段階 の内 容が含 まれ る よ うに配慮 した。

なお 、国 語の観 点 の設定 に 当た っては 、盲学 校 、 聾学校 及 び養護 学校 学 習指 導要領 解 説

に は 、 「国語 の内容 は、 「聞 く ・話 す 」 「読む 」 「書 く」 の3観 点 か ら構 成 され て い る」 と

あ るが 、国語 の 内容 は 「聞 く」 「話す 」 を別 の項 目で 示 してい る ことや 児 童 ・生 徒 はf話

す 」 能 力 、 「聞 く」能 力 が必ず しも同 じ段階 の能 力 を示 してい な い こ とか ら、観 点 につ い
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て は 、それ ぞれ 、別 の項 目と して 取 り上げ る こと と した。

表1-1小 学部国語 科 にお け る評価 の観 点及 びそ の趣 旨(試 案)

国語 へ の 関心 聞 く能力 話す能力 読む能力 書 く能力 言 語についての知

・意 欲 ・態 度 識 ・理 解 ・技 能

国語 に対す る 身近に使 われ 身近に使われる言葉にふ 身近に使われ 身近に使わ 表理及び理解の基

関 心 を も ち 、 る 言 葉 に ふ れ 、慣れ 親 しみなが ら、 る 文 字 に ふ れ る筆記用 礎 とな る発音 、文

進 ん で 表現 し れ 、 慣 れ 親 し 自分 の 考 え を豊 か に し れ 、慣 れ 親 し 具 に ふ れ 、 字 、 語 句 、 文 、 文

た り理 解 した み な が ら 、 自 て 、 相 手 や 目 的 に応 じ 、 み な が ら 、 簡 慣れ規 しみ 章等につ いて理 解

りす る とと も 分の考 えを豊 筋道を立てて話 したり、 単な語句や短 な が ら 、 簡 し 、習 熟 し て い る 、

に、 伝 え合 お か に し て 、 的 さまざまな表現方法を使 い 文 、絵 本 や 単な語句や 書写で は、文宇を

う とす る 。 確 に 聞 き取 っ っ て 、 見 聞 き し た こ と を や さしい醗 み 短 い文 を書 正 し く整 え て 書

た りす る 。 伝 えた りす る。 物 を読む。 く 。 く 。

表1-2小 学 部算 数科 にお け る評 価 の観 点及び その趣 旨 〔試案)

算数への関心 ・意欲 ・態度 数学的な考え方 数量や 図形につい 数 量や 図形 にっい て の

ての表現 ・処理 知識 ・理解

数理的な事象に関心をもつ 算 数 的 な活動 を通 して 、 初歩的な数量や図 初 歩 的な数量 や図形 、

とともに、活 動の楽 しさや 数 量 や 図形 、時 間 ・暦 な 形 、 時 間 ・暦 に っ 時間 ・暦 につ いての 豊

数理的な処理のよさに気付 どに関す る初歩的 な考え いての表現や処理 かな感 覚 をもち、そ れ

き、 日常 の事 象の考察 に進 方 を身 に付 け、 見通 しを にかかわる技能を らの意 味、性 質な どに

んで生か そ うとす る。 も ち 、順 序 立 て て 考 え る 。 身 に付けてい る。 つ い て 理 解 して い る 。

(2)内 容 の ま とま りごとの児 童 の実態 把握 と段階 の選 択(表2)

各教 科 の指 導 計画 は、学習 指導 要 領の 各教 科 に示す 目標 、学校 の教育 目標 及 び学部 、学

年 の 目標 を踏 まえ、児童 ・生徒 の障 害 の状櫨 を的確 に把 握 した 上で作成 され るもので あ り、

各 教科 の 学習 内容 は 、児童 ・生 徒 の発 連段 階 に応 じて選択 す る必要が あ る。

教科 の 学習 内容 の選択 に当た って は 、各教科 の特質 に応 じて障害 の状 態等 の把握 す るた

め 、教科 の内 容 のま とま りご とに 実態把握 をす る ことが大 切で あ る。

表2に は 、小学部 国語 科 にお け る事例 を示 して い る。 聞 く、読む 、書 くにつ いては 、第

3段 階 の内容 が適 当 であ る実態 で あ るが 、話す につ い ては 、第2段 階が 選択 され てい る。

なお 、表 中 「知識 ・理解 ・技 能」 に関 しては、盲 学校 、 聾学 校及 び養護 学校 学習指 導 要

領(以 下 「学習 指導 要領 」 とい う。)に 言語 事 項 を内容 の ま とま りと して示 してはい な い

が 、各 ま と ま りに共通 す る国語 に 関す る知識 につ いての 実態把 握 を記載 し、教材選 択 の参

考 と して作成 した。

表2児 童 の実 態把握 と段 階 の選択(小 学部 国語 科 の例)

内容の

ま とま り

聞 くこと 話す こと 読む こと 書 くこと 知 識 ・理 解 ・技 能

実態

話 を 聞 い て

あ らす じや

登 場 順 な ど

がわか る。

絵 カー ドや写真 を

見 て、 わか った こ

とを単語 で伝 え る

ことがで きる。

拗 音 の読 み は ま

だ 不明 瞭 では あ

る が 、文 節 で読

むことができる.

50音 は 平 仮 名 、

カ タ カ ナ 、 濁 音 、

拗 音 な ど 、 ほ ぼ 書

く こ と が で き る。

動 詞 、名 詞 の 区 別

は理解 できてお り、

文 の構 成 に興 味 が

出てきつつある。

段階 3段 階 2段 階 3段 階 3段 階
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(3)内 容 の ま とま りごとの評価 規準 の設 定 〔表3)

知 的障 害 の あ る児童 の指 導 にお い ては 、一人 一人 に指 導 内容 を設 定す る ことか ら、評 価

規 準 も一 人一 人に応 じて作 成す る必要 が あ る。 この こ とに よ り、一 人一人 の学習 課 題 を一

層 明確 にす るこ とがで きる。

内 容 の ま とま りご との評 価 規準 に つい ては 、 「学 習 指 導要 領」 の 教科 の内 容 の各 段 階 の

記 述 を 元に 、事例 で と りあげ る ものにつ いて、 各観 点の趣 旨を踏 ま えて下表 の よ うに作 成

した。

事 例 では 、(2)の 実態 把握 に基 づ い て 、 「話す 」 につ い て は 、適 用す る 内容 の段 階 が

異 な ってい るた め、評 価規 準 もその 実態 に即 して設 定 してい る。

表3内 容 の ま とま りご との評 価規 準(試 案)(表2の 事 例 を元 に作成)

国語 への関心 ・意欲 ・態度 聞 く能力(3段 階) 言語 についての知識 ・理解 ・技能

身 近 な人 の話 を、最 後まで興 味

を持 って聞 く。

身近 な人 の話 を聞い て、おお よ

その内容がわかる、

主語、述語 に注意 しなが ら聞 き取

る。

国語への関心 ・意欲 ・態度 話す能力(2段 階) 言語につ いての知識 ・理解 ・技能

自分の 意志 を、簡 単な言葉で 積

極 的に伝え る。

絵 や身 近な 出来事 な どを、簡 単

な言葉で話す。

声の大 きさや速 さな どに気 をつ け

て話す。

国 語 へ の 関 心 ・意 欲 ・櫨 度 読む能力 〔3段 階) 言語 につ いての知識 ・理解 ・技能

声 を出 して、楽 しんで読む. 促音 ・長音 等の含 まれ た語 句や

短い文 を正 しく読む。

文節,か たまりで、読む。

拗音 な どの含まれた文 を正 しい発

音で読む、

国語への関心 ・意欲 ・態度 書 く能力 〔3段 階) 言語 についての知諏 ・理解 ・技能

進んで文字 を書こ うとす る. 簡単 な語句 や短い文 を平仮名 な

どで書 く。

平仮名の濁音、 半濁音や長音 、拗

長 音等の文字 、片仮名や身近 に用

い る漢字 を書く。

(4)指 導 内容 の重点化 と観 点の バ ランス を踏 まえた指 導計 画 の作成

児童 ・生徒一 人一人 の指導 目標 を達 成す るた めに は、実 態 に応 じて指導 内容 の 重点 化 を

図 り、単 元、題材 を構成 ・配 列 し、指 導計 画 を作 成す る。 そ の際 、単元 ・題材 ごとに観 点

別 に評 価規 準や 評 価方法 につ いて も検討 し評価 計画 を作成 す る こ とが 重要で あ る。そ の 際 、

単 元 に よって は、4つ の観点 すべ て にわ たって評 価 を行 わな い もの も設 定 され る場合 が あ

る。 この 場合 は、年 間 を通 して各 観 点がバ ランス よ くな るよ う単元 構成 を調 整す る必 要が

ある。

(5)単 元 の評 価規 準 と学習 活動 に即 した 具体 的な評価 規 準の作 成

以 上の 「評価 の観点 の趣 旨」や 「内容 のま とま りご との評 価規準 」 を踏 ま え、 単元 の指

導 計 画 にお ける 目標 に基 づ いて 、単 元の評 価規 準 を個 々の児 童 に応 じて作成 し、 さらに 、

学 習 活 動 に即 した具 体的 な評 価 規 準 を作成 す る。 特 に具 体 的 な評 価規 準 は、 「内 容 の ま と

ま りご との評価規 準」 を踏 ま え るだ けで な く、スモー ル ステ ップ とな るよ うな学習 展 開 と

連 動 し、学 習時 に必要 な支援 を含 めて設 定す るな ど、児 童 の学習 活動 をよ り的確 に把 握 で

き る よ うに配慮す るこ とが重 要で あ る。(具 体的 な内容 に っい ては 、事例 の項 を参 照)
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2評 価方 法の 工 夫 と指導 の改善

(1)評 価 尺度 の工夫

評 価 尺度 は 、 昨年 度 の研 究 を基 本 と しなが ら.「 ◎充 分満 足 、Oお お む ね満 足 、△ 課題

が あ る。」 とい う3段 階 を設定 した。

知 的障 害養 護 学校 の 各教 科 の 目標 ・内容 は、 「学 習指 導 要領 」 に 「児童 の知 的発 達 の遅

滞 の状 態や 経験 等 を考 慮 しな が ら、各教科 の相 当す る段 階 の 内容 の 中か ら実際 に指 導す る

内容 を選 定 し、配列 して 、効 果 的な指 導 を行 うこ とがで き る よう配慮 す る」とあ るよ うに 、

小学 校 ・中学校 の各 教科 の 目標 ・内容 が、各学 年 ごとに示 されて い るもの とは 異な って い

る。

この ため 、学 習活 動 の実現 状況 の評価 尺度 と しては 、児童 の学 習活動 にのみ 不適応 の 原

圃因 を求 める ので はな く
、学 習 の実現 状況 がお おむ ね満足 とい う状 態で ない 場合 の尺 度 とし

て 、 「△課題 が ある」 とい う項 目を設 け るこ とと した。

この 「△課 題 が ある」 とい う尺 度に は、活 動 胆芽 生 え始 めて い る場 合や 学習 活動 へ の興

味 ・関 心の 喚起 が見 られ なか っ た場合 な ども含 まれ る。 活 動 の芽生 えとい う視 点 は 、知 的

障 害教 育 にお いて は、一 人一 人 の実態 に よ り、学習 に よる行動 変容 まで に要す る時 間は さ

ま ざまで あ り、そ こに は 「待 つ」 姿勢 も必要 で ある。 また 、興 味 ・関心 の喚起 が見 られ な

か った場合 は、指 導方法 の改 善 を要す る場合 と、支援 の方法や 内容 自体 が 、児 童 の実態 に

適 合 してい ない場合 が あ る。 いず れ にせ よ、 この尺度 を適用 す る場 合 には 、 一層 、詳細 に

学 習状 況 の分析 が必 要 であ る こ とを示す もの と して設 定 した。

(2)改 善 の視 点 の明確化 に資す る記 述式 評価 の工夫

評価 に よって導 き出 され た学 習 の実現状 況や 課 題 は、 それだ けで 終わ りとす るので はな

く、評価結 果 を活 用 し、学 習 の成果 を把握 す る と とも に問題点 の分析 を行 う必要 が あ る。

評価 尺 度 が 「◎」 で あれ ば 、発 展 的な 内容 を検討 す る必要 が あ り、 「△」 で あれ ば 、前

述 の よ うに、学 習状況 を分 析 して、指導 の継続や 改 善の 判断 をす る必要 があ る。 そ こで 、

「特 記 ・改善 点 」 とい う項 目を授 業 の評価 シー トに設 け、 「@」 や 「△ ∫ の評価 が な され

た 楊 合の よ り詳細 な状 況や 、そ の時 点で考 え られ る指導 計画や 指導 内容 ・方 法 を記載 す る

記 述 に よ る評価 を行 うこ とと した.

これ らの評価結 果 は、年 間 指 導計 画や 個別指 導計 画 に反 映 し、 常に保 護 者 の理 解 と協力

を得 られ る よ うにす るこ とが大 切 で ある。

(3)自 立活 動の評価 の 工夫

知 的障 害教 育 にお いて は 、教科別 の指 導 にあ って も具 体的 に学習 を展 開す る上 で児 童 ・

生 徒 の障 害の状態 に応 じて 自立活 動 の 「心理 的な安 定」や 「コ ミュニ ケー シ ョン」等 にか

か わ る指導 の必 要な場 合が あ る。

評価 規準 の作 成 におい ては 、 教科 の学 習状況 を的 確 に把握 で きる よ うに、 学習 活動 が 当

該 教科 に位 置付 く ものか 、 自立活 動 に位 置付 くもの か を明確 に してお く必 要 が あ る。 そ の

際 、個別 指 導 計画 に基づ く指 導 内容 に即 して 自立活 動 に関す る評価 規準 を作成 し、的確 な

評 価 が で きる よ うにす る。
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皿 指導事例

事例1 国梧科の事例(個 別学習中心の指導形態)

一知的障害養護学校小学郎一

1単 元名

単語や文を書 く(12時 間扱い)

2単 元の目標

身近な単語や短 い文を書 く

(簡単な語句や短い文を平仮名な どで書 く。〈小学部学習指導要領3段 階(4)(書 くこ と)〉)

3児 童 の実態

(1)概 要

本グループは、太 田ステー ジ皿一2の 前期及び後期の段階 にある児童の集団である。発達段階

及 び到達 目標の個人差が大きいので、個に応 じた授業を進めてい くために個別学習を取 り入れ た

授 業を行っている。

(2)児 童の実態及び個別指導計画(2学 期)

児童Aの 実態 児童Aは 自閉的な傾 向のある4年 生である。文字は50音(平 仮名、片仮名 、濁

音、拗音)を ほぼ読み、書 く二とができる。絵カー ドや写真を見て単語でわかるこ

とを伝 える こともで きる。 コミュニケーシ ョン とい う点 では課題 力`あるが、聞 かれ

た ことには答 えた り、 自分 で伝 えようとす るカ も育 って きてい る。

児 童Aの 重点 ① 一 日の流れに見通しを持ち、主体的に活動する。

課題 ② 集 団の中で 、 自分 を コン トロー・ル す る力をつ け る。

③ 自分の意思を、言葉や文宇ボー ド等を使って相手に伝えるカをつける。

教科等名 目 標 手 だ て

国 語 ・文節 で読む力 をつ け る.単 語 の ・教科書 、絵 カー ド、単語 カー ドを使 って身 近

音節分解を理解する。(3段 階) な場面の言葉を引き出すようにする。

・助 詞 を入れ た文 を書 く。{3段 ・名詞、動詞 を中心に 「を」を挟む形の文を文

階) 字チップを使って作る。⇒書いて確かめる。
_} 7【 圃～ 【一 一L《 圏内

自立活動 (心理的な安定)
・生 活 の流 れ や 予 定 の 変更 を ・生活 の流れ の理解 を助け る予定表 を活

理 解 し、 見 通 しを も って 行 用 す る 。

動 す る。

・周 囲 の身 近 な 人 々 の 中で 、 ・学 習集 団 の構 成 員 が 変 わ らな い よ うに

安 心 して過 ごす。 配 慮す る。

(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 〉

・声や代替伝達手毅を活用 して、 ・発声 、50音 ボー ド、単語 カー ド等 を使 って

自分の意思を正確に伝える。 児童の意思が正砲に伝わるようにする。

・一人 で移動 す る時 は、教 師に場 ・児童が移動する度 に教師は声をかけ、場所や

所や 目的を伝える。 目的を言葉やカー ド等で示せるようにす る。

児童Bの 実態 以下省略
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4ま とま りごとの評価規準

小 学 部3段 階 の 「書 くこと」の評 価規 準 を以下 の よ うに作 成 した。

国語 への関心 ・意欲 ・想度 書 く能力 言語についての知識 ・理解 ・技能

進ん で文字 を書 こ うとす る。 簡 単な語句 や短い文 をひ らが な

などで書 く.

主語、述語 を意識 して 正 しい文 を

書 く。

5単 元の 評価 規準

4の 小学部3段 階の 「書 くこと」の評価規準 と、単元の 目標 を踏まえて、単元の評価規準 を以下

の ように作成 した。

観 点 対象児童 単元の評価規準

国語への関心 ・意欲 ・態度 A、B 進んで文字を書 こうとす る。

書 く能力(技 能 ・表現) A 提示 した絵を見て短い文 を書 く.

二語文を書 く。

B 提示 した文字や単語 を書く。

言語についての知識 ・理

解 ・技能

A 二語文のつ くりを理解す る。

正 しく伝えている。

B 作 りの似た文字 を正 しく書 く。

正 しく発声す る.

身近な単語を書 く。

(児童C以 下省略)

6単 元の指導計画(児 童C以 下省略)

時

間

児

童
主な学習活動(指導の流れ) 学習活動に即 した具体的な評価規準 主な評価の観点

-

～

2

A 絵カー ドを見て内容を話す。 絵カー ドの内容 を正 しく言 うことがで

きる。

一

知識 ・理解 ・技

能

B 文字カー ドを正 しく読む。 文字を正 しく読む ことができる。 知 識 ・理 解 ・

技 能

3

～

7

A 絵カー ドを見て内容を文にす

る。

絵カー ドの内容 を、名詞 ・動詞 を使 っ

て書 くことができる。

書 く能力(技 能

・表現)

B 文字を正 しく書 く。 見本 を見て文字を正 しく書 くこ と恭で

きる。

書 く能力(技

能 ・表現)

8

～

12

A 二語文を書 く。 絵カー ドの内容 を、名詞 ・動詞 ・助詞

を使 って文にすることができる。

書 く能力/知 識

・理解 ・技能

B 文宇や単語を書 く. 教師の指示に従 って、正 しく書 くこと

ができる。

書 く能力/知 識

・理解 ・技能
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7本 単元の個別 目標と手立て(児 童C以 下省略)

身近な短い文 を書 く。

50音 を正 しい発 音

で読む。

50音 を正 しく書 く。

身近 な単語 を書 く。

絵カー ドや 写真 、ジェスチ ュアを提示 し、その内容 を発表す る こと

をとお して、書 く意欲を促す。

表や文字 カー ドを使って、文字 と音が一致するよ うにす る。

迷 う文字 はなぞ り書きをさせ る。

絵カー ドや写真 を使って、身近な言葉を書 くように促す。

8自 立活動に関す る評価規準(児 童A・B)〔 教育課程編成基準 ・資料の自立活動の具体的内容表による)

区分 具体的内容表の項 目 単元にお ける項 目 児童

心理的

な安定

・周 囲の身近 な人 々の 中で 、

安 心 して過 ごす 。

学習の初めから終 りまで集 中している. AB

落ち着いて自習を してい る。

・失 敗 に 対す る対 処 の仕 方

を学 び.租 極的 に行 動す る,

・分 らな い こ とは周 囲 の 人

に聞 き,理 解 して行 動す る。

課題がわか らない時、間違 えた時はい らいら

しないで教師に 「もう一度」 と言って説明を

求めている.

A

・分 らな い とき に は 周 囲 の

人 に援 助 を求 め る。

課題力弐わか らない時は 「だめ」 と教師 に伝 え

ている。

B

9本 時の指導 と評価(本 時8時 目/12時 間)

O活 動欄の(個)は 個別学習、(集)は 集 団学習。

O具 体の評価規準欄の 「下線部」は 自習の内容 と評価の観点、「網掛け」は自立活動に関する こと。

O評 価欄の記号@十 分満足Oお おむね満足 △課題がある

活

動

ラ

導

入

集(

展

開

①

書

く

(個)

児童Aの 学習活動における具体の評価規準

本 日の学習の流れに見通 しを持ち、集中 して取 り組む。

(教 師 の話 と個 人用 スケ ジ ュー ルカー ドを見て 、学 習

の流れ を理解 し、落 ち着 いて 学習 に取 り組 む)

絵 カ ー ドを 見

て、内容 を正 し

く言 える(知 識

・理解 ・技能)

絵 カ ー ドを 見

て、2語 を正 し

く書 く(書 く能

力)

Aに 対する

支援

個人用スケジ

ュールカー ド

を用意す る

文字チップを

使って正しい

音を確認する

助詞が書かれ

たプ リン トを

用意す る

評

価

◎

O

0

特記 ・

改善点

ラ行サ行 の

音の取 り違

えが見 られ

る

も う少 し字

形 を整 えた

い
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展

開

②

書

く

ラ個

展

開

③

自

習

睡 灘

㌔トー."H… ヒ

欝_

織証

㌶.蓑

灘 難

絵 カ ー ドを見

て、助詞 を含 ん

だ2語 文を書 く

(書 く能力/知

識 ・理 解 ・技

能)

あ 魁 ら溢 い時IXい らい ら しな いで 「も うL度 」 と教 師

に言 って説 町 を求 め る

*復 習プ リン トで確認する(知 識 ・理解/技 能 ・表現)

*自 パ ズル を行 う(技 能 ・ 一葦

*自 習パ ッケー ジ課 題 を行 う{関 心 ・意欲 ・態 度/知 識 ・

理解/技 能 ・表現)

3つ の枠のあ

るプ リン トを

使用する

毎回 、活動

の初 めに、本

児 に伝 えてお

く

自習教材 に番

号をっけてお

き、スケジュ

ールを見て自

分で選べるよ

うにしてお く

o

◎

「を」 「に」

が 違 う も の

が あった

必要な時に

伝 えること

が出来た

予定 の教 材

を、 早 く終

わ らせ たの

で 、 教材 の

難易 度 を上

げる

10単 元の評価と指導の改善

観点 単元の評価規準 学習の様子
評
価 指導の改善等

国語への A 進 んで文字 を書 こうと 自習 の場面では、 自分 ◎ 文 字 が 小 さ く、文 字 数

関心 ・意欲 する の課題に積極的に取 り の 多 い 、や や 難 易 度 の

・態 度 組んでいた。 高い 自習課題 を用 意す

B る 。

以下省略

書く能力 A 提示 した絵を見て短い 丁寧 に書 くことができ o 形 が崩れ易い文字は、繰

文 を書 く。 た. り返 し書 く教材を準備す

る 。

B 以下省略

言語 にっい A 二語文のっ くりを理解 文字チップを操作する ◎ 自書 による学習に切 り替

て の 知 識 ・ す る 。 こ とで、理解 で き た。 え る 。

理解 ・技能

正 しく読 む。 はっき りと読んでいた o ロ形や舌の使い方の指導

が部分的に指導が必要 をす る,
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B

な ものが あ った。

助詞を含 んだ短い文 を

書 く。

正 しく書 くことができ

た。

o 徐 々に枠 のないプ リン ト

で も書 け るよ うに書式を

工夫す る。

以下省略

観点 単元の評価規準 学習の様子
評
価

指導の改善

自

立

活

動

心 理 的

な安定

A

B

学習の初 めか ら終 りま

で集中する。

意欲的 に向か うこ とが

できた。

◎

落 ち着 い て 自習 をす

る。

落ち着 いて取 り組む こ

とができたが 、早 く終

わって しまった。

Q 自信のある教材だけでな
1

く、チャ レンジ教材 を増

やす ようにする。

課 題 が わ か らな い と

き、間違えた ときは 「も

う一度」と教師に言 う。

ほ ぽ 、言 え るよ うにな

っ てきた。

o 教師 に 「もう一度」 と言

った ときに、その行動 を

ほめて強化する。

以下省略

11ま とめ

本単元 は、45分 授業の中に、集団学習 と個別学習 を設 定 して行 った ものである。個別学習は、

自習 と指導を組み合わせ た形 で、週2時 間ずつ6回 計12時 間扱いの単元で行った。 各授 業の 内容

にっいては、12回 を3っ に分け、中心 となる学習内容 を設定 し、焦点を絞った指導を行った。

対象児童の発達段階 と理解速度には大きな差があ り、 「書 く」ことについても、指導内容及び評価

の項 目を、個々の実態に応 じて設定 した。

評価 については、毎時間の評価 を行 うとともに、中心 とな る学習内容が変わる時点での評価 に基

づ いて、◎Oが ついた項 目については、発展的な活動 を検討 し、△がっいた項 目には、内容や 指導

の手立てを改善 して授 業を進めてきた。

本事例では、観点別の評価規準を設け、評価シー トの項 目は活用 した評価 を行 うことで、 日々改

善すべ き点が明確 にな り、焦点を絞 り、適切なスモールステ ップを計画す ることがで きた。 この こ

とによ り、児童の書 く力を伸ばす学習活動につなげることができた。

本研究 では、各事例の具体的な評価規準を作成す る際 に参考 とする、各教科の内容に即 した まと

ま りごとの評価規 準を作成 したが、その作成に当たっては、「知識 ・理解があるから技能 ・表現 でき

る」のか どうかな ど、観点によっては作成 に苦慮 した場合 があった.観 点別のま とま りごとの評価

規準の作成に当た っては、今後も実践を踏まえた、一層 の検討が必要である。

今回の研究において、教科に迫 った評価 だけでな く、 自立活動に関す る観点を設定 して評価 を行

った。事例 では、学習に向か う際の心理的な安定や学習中に情緒不安になった場合の対応 にっいて、

教科 の内容 と混同せず に評価す ることができた,従 来 の教科別の指導で曖昧にな りが ちであった評

価が 、教科面 ・行動面それぞれ を明確に評価できるよ うになった。
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事 例2算 数科の事例(一 斉型 の指導形態)
一小学校 心身障 害学 級 一

1単 元名 数の 基 礎(数 と計 算)(12時 間)

広 い装 いの 比較(量 と測 定)

2単 元の目標

貴 標
学習指導要領 の段

階 と内容
対象児童

・1～5ま で の 数 字 を 読 む こ と が で き る。

・ま とめ て数 え る こ と が で き る

3段 階 数 と計算 A児

D児

・1～5の 範囲 で具体 物 を数 えた り、1対1対 応 が で き る

・色 に応 じて分 類す る

2段 階 数 と計算 B児

・類別 す る(形 や 色 が 同 じものを選 ぶ)。 1段 階 数 と計算 C児

・広 い狭 いが分 か り比較す る 2段 階 量 と測 定 A児

D児

3児 童 の実 態

本 事 例 は 、1年 生4名 のAグ ル ー プで 学習 に取 り組 ん で い る、知 的障害 児 の指導 事例 で あ

る。Aグ ル ー プ は、 自閉症 の2名(田 中 ビネー で算 出不 能～新 版K式 で2歳3ヶ 月)と 知的

障害 児 の2名(2歳11ヶ 月 ～3歳2ヶ 月)で 編 成 され て い る。発 達が初 期の段 階 の児 童 に

学習 の 課題 を照 準 を合 わせ る と、残 りの2名 に とっ ては 課題 が低す ぎて しま う。 そ こで 、 同

一 の題 材 で も、児童 の実 態 に応 じた教材や 学習活 動 の展 開 の工夫 を行 える題材 を選 ぶ こ とを

大切 に してい る。

児童 障害名等 諸検査 等 算数科 にお ける児童の実態

A児 知的障害 田中 ビネ ー 色や形 の違 いで もの を分 類す るこ とがで き る。5ま で

2歳6ケ 月 は指 を さしなが ら数唱 で きる。パ ズルが好 きで 、9分 割

KIDS乳 幼 児発 され たス クエ アーパ ズル は見本の上に重ね るや り方 な ら

達 一人で完成 できる
。 ものの 比較は 、差が大 きけれ ば正 し

3歳6ケ 月 く言 葉を 当てはめ られ ない なが らも、 ものの 大 きい 小 さ

グ ットイナフ人樋 櫃 い、長 い短 い 、広 い狭 い 、重 い軽 い の区 別 がつ い て い る。

簿出で きず 1対1対 応の操 作 は 、 ほ ぼ正 確 で あ る。

B児 自閉症 田中 ビネー 数 字 と ドッ トの マ ッチ ン グ が3ま で な ら確 実。 ま た 、

算 出できず 3ま でな ら数 字 に合 った数 だけ具 体吻を並べ られ る.1

対1対 応 の操 作は ほぼ正確 。 もの の大小 比で は、差 がは

っき ゆす る もの一 ∩-6, _一 ▼一リリー 噸 隔∩∩∩一 【■舶_

D児 以下省略
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4児 童Aの 個別指導計画

興味が もてたこ とには、 とにか く自分でや ってみ よ うとす る積極性 があ り、意欲的 な取 り組み が

出来 ることが多い。 こだわ りが ある反 面、い ろんなこ とに気が散って しまい、集 中で きる時間が短

い とい う側 面もある。平仮名 は、「あ ・え ・お ・き ・み ・ら ・る」が読 める。

重森 ・苦手な時も結果を気 にせず、や ってみよ うとい う気持 ちをもてるよ うになる。

舗 ・読 める平仮名 を増やす,

・自分の ことは自分で しよう とい う気持ちを もてるよ うになる。

絵 本 の 読 み ・教師や絵本 に注 目してい る時間

聞かせ を長 くする。

・5ま で の数字 に合 わせて 具体物

を取 る こ とが で き るよ うにな

る。
・ドミノ遊びで、 ドミノを色 ごと

に弁別 す る と と もに、1枚 ず

っ 数 え5の ま とま りを作 る こ

とができる。
・倒 れや すい よ うに、 ドミノを等

間隔に並べ られ る。

・読み たい本 の リクエ ス トに応 えて あげ、 読

んで もらえる ことを期 待で き る雰 囲気作 り

心 当け

・毎月月初めの算数で 「自由帳」(30枚1セ

ッ ト)を 作 りを取 り入れ 、1対1対 応 や5

までの数唱に取 り組む。

・ドミノが5ま い 入'る枠 をテー プで示 し、数

えた枚数 が5枚 あ るか どうか を 自分 で判 断

でき るよ うにす る.
・枚数 を確認する時、必ず一緒に数 唱す る。
・間隔を上手 くとれ ない時は 、見本を示す。

5ま とま りごとの評価規 準(A・D児)(B・C児 は省略)

小学 部 第3段 階の 「数 と計算 」 と 「量 と測 定」 の評価規 準 を以下 の よ うに作成 した.

算数へ の関 心 ・意欲 数学的な考え方 数量や図 形にっいての表 数量や図形についての知識

・態 度 (思 考 ・判 断) 現 ・処 理(技 能 ・表 現) ・理 解

数 初歩的な数 と計算に 身近にあるものの数に か 簡単な数 の範囲 で、数 字 数に ついての感覚 を豊かに

と つ い て 親 しみ を も か わ っ て 、 ま と め て 数 え を 読 ん だ り 、 書 い た り 、 す る とともに,整 数 の意 味

計 ち,そ れ ら に つ い て た り、簡 単な加 法や減 法 初歩的な整数の加法及び と表 し方や,簡 単 な整数 の

算 様 々 な経験 を もと う を用いる場合 を考 えた り 減法につ いての簡単な計 加法及び減法の計算の意咲

と す る 。 す る, 算 が で き る。 にっいて理解 してい る。

量 もの の長 さや 大 きさ 身近にある もの を使 って 身近にあるものの長 さを 長 さ や 重 さ 、 容 積 、 遠 近 、

と な どを比較す る こ と ものの長 さな どを比べ る 比較 した り、具体物の幾 深浅 な どの大 きさにつ いて

測 つ い て様 々 な経 験 を 算数的活動を通 して、数 つ分かで長 さを表 した り の感覚 を豊か に してい る。

定 も と う とす る 。 理的な処理に親 しむ。 す ることがで き る。

6単 元 の 評価 規準(A・D児 〉

ま とま りご との評 価規 準 と単 元の 目標 を元 に単元 の評 価規 準 を以下 の よ うに作成 した。(第

2段 階 に 当た る内容 も含 まれ て い る。)

算 数 への関 心 ・意欲
・態度

数学的な考え方

〔思考 ・判 断〕

数量や 図形についての表

現 ・処理(技 能 ・表現)

数量 や図形 につ いての知識
・理解

数

と

計

算

・数字 の絵 カー ドを

関心 を もって読 んで

いる。

・数 に対す る関 心を

も ち進 んで 数に かか

わろ うとす る。

・5っ ず っ ま と め て 数 え

て い る 。

・5ま で の 数 を 数 唱 し た

り.も の を 数 え た り で き

る。

・数 字 や 色 に 応 じて ド ミ

ノ を 並 べ た り 、 ペ グ を さ

した りで き る.

・5ま での数字 を読 んでい

る。

量

と

測

定

・ドミノが倒 れや す

い 幅 に関心 を もって

置い てい る。

・ドミノが倒れやす い幅

について、工夫 して並べ

ている。

・ドミノを倒れやすい 幅

に並ぺることができる.

・ ド ミ ノ カ葦倒 れ や す 、、幅 に

つ い て の 感 覚 を 豊 か に し て

い る 、
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7自 立活動に関する評価規準(教 育課程編成基準 ・資料の自立活動の具体的内容表による)

区分 具体的内容表の項 目 単元における項 目 児童

心理的

嫉 澱
・失敗 に対す る対処 の仕方 を

糠 蚊臨 動する・

・失敗 して も、 あ き らめ ない で 根 気 よ く取

り組む ことが で る

A

騨 「

以下略
酬一_ 一 一一陶

8単 元の 指導 ・評価 項 目

時間

-
占

～

3

4

♪
・

9

10

～

IL

12

学習活動

麟 灘 冑
(9時 間まで共通)

・ ド ミ ノ を 並

べ た り 倒 し た

りす る。

・平 均 台 に 付

け ら れ た 印 に

あ わ せ て ド ミ

ノを 並 べ る,

児量

A

D

B

C

A

D

・ ド ミ ノ の 色鰻 妻

に 合 わ せ て ド

ミ ノ を並 べ る。

・同 じ 番 号 の

場 所 に ド ミ ノ

を並 べ る。

B

C

』r
A

"、D

B

C

源
綿
血

ガ

,
,
早

覗
.
9

罫
.
9

芋

螺懸 旦 寒回B
陰 『

雛顯
・カ ー ドに 示 され た数 だ け 、 洗 濯

ば さみ を 付 け る。

の

さ

場

刺

0

示

の

を

1

指

字

グ

～

や

数

ぺ

1

番

た

に

ロ

・

順

れ

所

す

、特

・ ドミノ を5個 騰 謹

数 え 、 等 間 隔 に 聡.藤 帰 一

並 べ て 遊 ぶ・ 鷺
・漂

A

D

B

C

A

D

B

C

A

D

B

C

A

D

B

C

学習活動に即した具体的な評価規準

カ ー ドの 数 字 に合 わせ て 、 歌 い な

が ら、 数 字 を読 ん だ り、数 を 指 で

示 して い る。

部 分的にで も歌詞 に合わせ て数唱

し、数 を指で示 してい る。

絵 カ ー ドを興 味 を もっ て 見 る こ と

が で き る。

倒 れやす い ドミノの間隔 を、遊び

の 中 で 試 行 錯 誤 しなが ら体 得 す

る,

印 に あ わせ て 、1対1対 応 で ドミ

ノ を並 べ て い る.

色 ご とに ドミ ノ を 分類 して並 べ て

い る、

ドミ ノを 色 ご とに 区別 し、印 の 色

に 合 わ せ て ドミノ を並 べ られ る。

ドミ ノを 色 の 違 い と平均 台 に付 け

られ て い る番 号 に マ ッチ ン グ させ

な が ら、 ドミ ノを 並べ られ る。

番 号 に 注 意 して マ ッチ ング させ よ

うとす る。

色付 きの文宇で書 かれ た色 の ドミ

ノを5個 ずつ選べ 、 自分で 間隔 を

工夫 しなが ら並べてい る。

教師 と一緒 に数唱 しなが ら、もの

を数える ことを経験す る。

数宇 に合 わせ て洗濯 ば さみ を正 し

い数だけ とれ る。

印に1対1対 応 で 、洗濯 ばさみ を

付け られ る。

順序数 の順番 にペ グを刺せ る。

指 示 され た数字 の場所に、ペグ を

刺せ る.

印 に1対 ユ対 応 で 、洗 濯 ば さみ を

付 け られ る。

補 助 具 な しに ドミ ノを 正 し く5個

数 え、等 間 隔 に並 べ て 遊べ て い る.

補 助 具 を 使 っ て 、 教 師 と一緒 に5

個 を1人 で 数 え る こ とが で きる、

評価の観点

知識 ・理解

知識 ・理解

関心 ・意欲

思考 ・判断

技能 ・表現

技能 ・表現

技能 ・表現

技能 ・表現

関 心 ・意 欲

思考 ・判断

思考 ・判断

技能 ・表現

技能 ・表現

技能 ・表現

技能 ・表 現

技能 ・表 現

技能 ・表現
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9本 時の 指導 と評 価(本 時7/12)

学習活動 学習活動における具体の評価親準 支 援
圏

純i特 記 ・改善点

導 ・プ レ イ ル ー ム に 集 ま る 。

入 ・始 ま りの 挨 拶 をす る 。

・ 「す う じ の う A ・数字 の 数唱 に合 わせ て、 ・歌 う前 に
.数 字 の △ ・A児 は3ま で は

た 」 を 歌 う。 D 指 の本数 を示せ る。 表す数 を指で表す見 o 正 確 。

知強 ・理解 本 を見せ る。

B ・促 しを受 けな が ら、 部分 ・見 えや す い位 置 で △ '注 視 して い た が

的に数字の数唱に合わせ て、 絵 カ ー ド を 示 し 、 視 発声が少な く表 出

指の本数 を示せ る。 野に入 りや す くする。 手 段 へ の 支 援 が 必

知識 ・理解 要 。

C ・絵 カ ー ド に 興 味 を も ウ て ・数 字 を べ 一 ス に し △ ・堂 宝 倉 の .注祖 は

見 る こ とが で き る 。 た絵 を使 い、 数字 へ 裏蔑ま心}雲…↓、ぬ諺

興味 ・関心 の 興味 を もち やす く 服 蕊 設心毘2
す る。 安定に重点.をお.く_

・平 均 台 を 並 べ る 。
1 冒 騨 響

・ ド ミ ノ の 入 っ C ・箱 の 色 を 意 識 し て 、 置 こ △ ・使 う色 を決 め て

た箱 を持 っ て来 う とす る。 お き 、区 別 へ の意

る 。 興味 ・閨心 職 を 高 め る。

・それ ぞれ のや A ・ ド ミ ノ を5個 数 え 、 テ ー ・余裕 を持 って数 を 0 ・A児 は 個 数 の過

り 方 で ド ミ ノ を プ ルの枠 に合 わせ て5個 あ 数 え ら れ る よ う に 、 不 足 が分 か り 「1

30個 並 べ る 。 ることを確 認できる。 混 み合 ってい な い ド 個 足 りな い ね 」 と

・全 て 並 べ終 わ 技能 ・表現 ミノの色 を指定する。 言 え て い た 。

展 った 児 童 か らそ ・D児 は 毎 回 正確

れそれ倒 して遊 D ◎ に5個 取れていた。

ぶ 。

(倒 し た 後 で 、 A ・色 ご と に ま と め 、 等 間 隔 ・繰 り返 し取 り組 む o

ド ミノを箱 に戻 に ドミノを平均 台 に 並ぺ て 中で 、感 覚的 に 倒れ

し 、 再 度 行 ラ、) い る 。 やす い間隔 を学び 取

D 思考 ・判断 れ る よ うに 、極 力 教 o

師は手をか さない。

闘 B ・ ド ミ ノ を テ ー ブ ル の 枠 の ・数字 の順番 に ドミ △ ・ ド ミ ノ に 塗 っ た

数 字 の順 に 、対応 させ なが ノを並 べ る よ うに促 絵 の具で手が汚丸

ら、5個 準備 す る こ とがで す 。 る と感 じ、 不 安 定

き る 。 ・並 べ 絡 わ っ た ら 、 になつた。撚

思考 ・判断 一 緒 に数 唱 しなが ら 杢宏蹴i識 島旦銘
ド ミ ノ を 数 え る 。 離___

C ・ ド ミ ノ を テ ー ブ ル の 枠 の ・色 ご とに作 られ た △ ・対 応 は 正 確 だ が

色 に対応 させ な が ら、5個 枠 を5つ 準備 し、1 並べ始め る始点 が

ドミノを準備す る こ とがで 対1対 応 で ドミ ノを ま ち ま ち だ っ た 。

き る 。 準 備 で き る よ うに す

思考 ・判断
.

る 、

ま ・所 定の箱 に ドミノを入れる。 ・平均台を片付 ける,

と ・学習事項 を確認 する。

め ・終 わ りの 挨 拶 を す る 。

「◎ 」は 十分満 足 「0」 おおむね満足'「 △1課 題があ る
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10単 元の 詳価 と指導 の改善(A児)

観点 単元の評価規準 学習の様子 と評価 指導の改善

算 数 へ の ・数字 の数唱 に合 わせ て 、指 ・3ま で は 、 安 定 し て 示 す こ ・生活 の中で数 える活 動 を

関 心 ・ 意 の本数 を示せ る。 と 溺 で き た 。 〈 △ 〉 できるだけ多く設定す る。

欲 ・態 度 ・数 に対 す る関 心 を も ち進 ん ・ ドミノの活 動 を 中心 に積 極

で数にかかわろ うとす る 的 に 数 にか かわ る活 動 に取 り

組んだ。 〈O>
・ ドミ ノが倒 れ や す い幅 に関 ・幅 に 注 意 を し て 、 並 ぺ て い

心 を も っ て 置 い て い る。 た 。 〈O>

数 学 的 な ・ ドミノが 倒 れや す い幅 につ ・ドミノが倒 れ や す い幅 に つ

考え方(思 い て 、 工 夫 し て 並 べ て い る。 いて 、試 行 錯醸 す る様 子 が み

繍. .漁 臨 餓酬閲蜘 一噸≦」Ω」≧M噸_ 一一一一一一一 一 鄭脚_一 り1_一_一り鞘 内函_晒 内

数 量 や 図 ・5ま で の 数 を 数 唱 し た り 、 ・ ド ミ ノ を 王個 持 っ て い て も ・算 数 の 時 間 に 限 ら ず 、 日

形 に つ い ものを数 えた りできる。 2個 持 っ てい て も、 両方 と も 常の生活場面全般を通 して
て の 表 現 r1」 と 数 え て し ま い 、 正 し 「数唱 に対 して1個 の もの
・処理(技 い個 数を取れ ないことがあ る。 だ けを対応 させ て数 え る」

能 ・表 現) 〈△〉 技能の習得を図る。
・数 字 や 色 に応 じて ドミノを ・色 ご との弁別 は確 実 にな っ ・色名の指導を追加す る。
並べ た り、ペ グを さ した りで た。 正 しい名蒜 をい えない 色

轟ゑ』_._.軸 瀕内… 噸 甑 脚_.≦ Ω噂 一_貞 …_ __一_一 國…}_
数 量 や 図 ・5ま で の 数 宇 を 読 ん で い る

。
・「す う じの う た 」 の 際 の 数 は

形 に つ い 読んでいた。 〈O>

て の 知 識 ・ドミノが倒 れや す い幅 につ ・倒 れ やす い幅 を把握 し、 等
・理 解 いての感覚 を豊かにLて いる。 間 隔 に ドミ ノ を お い て い た 。

<O>

観点 単元の評価規準 学習の様子と評価 指導の改善

自立 心 理 的 ・失敗 して も、あ きらめないで根 ・ね ば り 強 く 、 ド ミ ノ を

活動 な安定 気 よく取 り組 む ことが できる。 並 ぺ られ た,〈 ◎ 〉

11ま とめ

一 斉 指導 にお い ては
、従 来 か ら個 々の 実態 に応 じた指 導行 う工夫 が行 われ てい るが 、 この

事例 で は 、そ の場合 の学 習活 動 の評価 につ いて 、個 に応 じた評価規 準 を作 成 して取 り組 ん だ

もの であ る。

本 事例 を通 して分 か った こ とは 、

(1)評 価 の観 点 を焦 点化す る ことで 、活 動1つ1つ の児 童のね らいが 明確 に な る。

(2)同 一 の活 動で あ って も、児童 の実 態 に応 じて評 価規 準 を一人 一人 に応 じて作成す る こ

とで 、個 に応 じた評 価が しや す くな る。

(3)教 科 の学力 の視 点か ら学 習 の実現状 況 を把 握す るので 、活動状況 の活発 さや 教師 の 支

援 の課題 との混同 を さけ、 学習上 の課 題 があ る状 況 は、学 力が 「芽 生 え」 て い るのか 、

支 援 が不 足 なのか 、内容 が 実態 に応 じて いない のか を見極 めて 、授 業改 善 に生 か して い

け る視 点 と して有効 で ある。

の3点 で ある。

知 的 障害 の あ る児童 が十分 な学 習活 動 を行 うには、生活 経験 の少 な さな どの障 害や 発 達の

特性 に応 じて学 習 内容 を選定 す る必要 があ るが、指 導 の際 の教材 ・教 具の 工夫や適 切 な支 援

に よ って、 学習活 動 の充 実度 が大 き く左右 され る。 したが って、知的 障害教 育で一 人 一人 に

応 じた評価 基 準 の作成 に当た って は、学習 活動 にお け る支援 の 内容や程 度が 的確 に含 まれ て

い るこ とが 、大 切 であ る。
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事例3

1単 元 名

国語 ・算 数 の 授 業 の 事 例(一 斉 型 の 指 導 形 態)

一知的障害養護学校小学部一

「書 いてみ よ う」 「見 て、集 め よ う」 な ど

2単 元の 設定理 由

本 事例 の学習 グルー プ はそ の発 達段 階 か ら、 各教 科 を独 立 させ て授 業 を行 うのは困難 であ

る。 その ため 、国語や 算数 の基 礎的 な内 容で年 間 を通 して学 習す る単元 をい くつ か組 み 合 わ

せ て 、授 業を構 成 してい る。

3単 元の 目標

教科 単元名 内容 ・目標 指導要領中の扱い

名 前 カ ー ド 自分の名前 カー ドを選ぶ こ 「読 む こ と」

国 とが で きる。 2段 階(3)文 字 な ど に 関 心 を持 ち 、 読 も う

と す る 。

書 いてみ よ う 自分の名前や物 の名前 を書 「書 く こ と」

語 くこ とが で き る。 1段 階(4)い ろい ろな筆記 用 具 を使 っ て書

くこ とに親 しむ 。

2段 階(4)文 宇 を書 くこ とに 興 味 を持 つ 。1

算 見 て 、 集 め よ カー ドを見 て同 じ品物 を同 「数 と計 算 」

う じ数 だけ取 って くる ことが 1段 階(1)具 体 物 の 有 無 が わ か る。

数 で き る。 2段 階(1)身 近 にある具体物 の数 を数 え る。

4児 童の 実態(6名 中3名 は省略)

児童 障害 国語 ・算数 におけ る実態

発語 はない。 自分の名 前カー ド(漢 字)を 選ぶ こ とがで きる。文宇 を書 く

A 知的障害 ことを好むが、絵本や 広告の文字 を図形 として認識 してお り、後 ろか ら描

い た り して 、 要 求 と して使 う場 合 もあ る(『 リ ビ ン』=ス ー パ ー に行 き た

い等)。1対1対 応 は で きる。情 緒 が や や 不 安 定 で 、離 席 す る こ とが あ る。

簡単 な指示 は理解 してい る。数語 の一語文 を話す。給食 準備 がで きる と 「で

B 自閉症 き ま した」と言 うな ど生 活の 中で も使 って い る。 自分 の名 前 カ ー ド(漢 字)

は 、3択 な ら選べる ことが多い。 数の操作 は1対1対 応 を学習中。 情緒が

不 安 定 で学 習 中 に も、 パ ニ ックが あ る。

知的障害 発語はないが、抑揚 をっ けた発声 と独 自のサイ ンで意志 を伝え よ うとす る。

C て んかん 名前カー ド(漢 字)は 明 らかに違 う2択 な ら選ぶ こ とがで きる。 数の操作

は1対1対 応 を学習中。 多動で離席が多い。

脚 脚r___ _L∩∩肉 隔∩自 願_ 肖【_納 陶陶陶、 響▼▼内7噂 噸噸 螂_▼..甲 ▼-… 内

3名 分省略
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5ま とま りご との評 価規 準

小 学部 国語 の 「読曹 こと」 の評価 規 準 を以 下の よ うに作成 した。

段
階

国 語 へ の 関心 ・意欲 ・態 度 読む能力 言語 につい ての知 識 ・理 解 ・

技能

2 文字な どに関心 を持 ち、読 も

うとす る。

身近な文字 を読んでいる, 身近 な文宇の読み方 を知 っ

てい る。

小 学 部 国語 の 「書 く こ と1の 評価 規 準 を以 下の よ うに 作成 したn

段
階

国語 へ の 関心 ・意 欲 ・態度 書 く能力 言語 について の知 識 ・理解 ・

技能

1 進 んでい ろい ろな筆記用 具を

使 って書こ うとす る。

いろいろな筆記用具 を使 って

書 く.

2 進 んで文字 を書 こ うとす

る。

文字 を書くこと興味 を持っ。 身近な文宇を書 くことがで

きる。

小 学部 算数 の 「数 と計 算」 の評価 規 準 を以下の よ うに作 成 した。

段
階

算 数 への 関 心 ・意欲 ・

態度

数 学的 な考 え方

(思考 ・判断)

数量や図形についての表

現 ・処理(技 能 ・表現)

数 量や 図形 につい ての

知識 ・理解

1

具体 暢 の 有無 や形 、

色 の違 い に気 付 い た

り、 関心 を もった り

す る。

形 や 色 が 同 じ もの を

選 ん だ り、 対 応 させ

てもの を配 る。

具体物 の有 無 や 形や

色 が同 じこ と、関連

の深 い 一対 の もの が

分か る。

2

初 歩 的 な数 に つい て

親 しみ を もち 、数 え

た り、分 類す る こ と

に つ い て様 々 な経 験

を もと うとす る。

身 近 に あ る も の の

数を数 えることや 、

形 や 色 、 用 途 な ど

で 分 類 す る感 覚 を

身 に付 けてい る。

身 近 に あ る も の の 数

を数 えた り、形や色 、

用途 な どで 分 類 す る

ことが できる.

身近 な数や も のの仲

間の概念が ある。

6単 元の 評価規 準(A児)

ま とま りごとの評価 規準 と単元 の 目標 を元に単元 の評価 規準 を以 下の よ うに作 成 した。

国

語

国語 へ の 関心 ・意 欲 。態度 読む能力(第2段 階) 言語につ いての知識 ・理解 ・技能

進 ん で 名 前 の文 字 を読 も

うとして い る。

自分 の名 字 と名 前(漢 字)を

選ぶ こ とができる。

自分 の名 前の漢字 と友達 の名前

の漢字の違 いが わか る.
「

国語 へ の 関心 ・意欲 ・態度 書 く能力(第2段 階) 言語についての知職 ・理解 ・技能

積極 的に書こ うとす る。 身近 な ものの絵 を見てそ の名

前 を書 くことができ る,

字の形が正確 に書け る。

算数へ の関心 ・意欲 数学的な考え方 数量や図形についての表 数量や図形についての知
・態 度

〔思 考 ・判 断) 現 ・処 理(技 能 ・表 現) 識 ・理解

算 もの の 分 類 や 数 え る 具体物 ごとに分 ける考え 絵や 写真 と具 体物 もの の 仲 間 が あ る

活 動 に関心 をもつ. 方 を 身 に つ けて い る。 の マ ッ チ ン グや 分 こ とが わ か っ て い

示 され た数 を数 えるこ 類 が で き る. る 。

とを身 に付 けてい る. 示 され た数 を数 え 数 字が 品物 の数 を

数 る こ とが で き る。 表 す こ とが わか る。
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7単 元 の 計画(児 童A)

(国 語)

学

期
学習活動 学習活動における具体的な評価規準 評価 の観 点

1

学

期

・名 前 カ ー ドを選 ぶ 。 進 ん で名 前 の文 字を読 も うと してい る。

自分の名前カー ドを選ぶ こ とが できる。

自分の名前 と友達の名前 の漢字 の違いがわか る。

関 ・意 ・態

読 む能 力

知 ・理 ・技

・シ ー一ル の 間 に 線 を 引

く 。

積 極 的 に線 を書 こ う と して い る。

シーニル とシー ル の間 に線 を 引 く こ とが で き る。

関 ・意 ・態

書 く能 力

・す きな文字 を書 く 積 極 的 に文字 を書 こ うと して い る。

自分の好 きな文字 を書 くことができる。

字 の形 が正確 に書け る。

関 ・意 ・態

書 く能 力

知 ・理 ・技

2

学

期

・名 字 と名 前 カ ー ドを

選 ぶ 。

進 ん で名 前 の文 字を読 も うと してい る。

名字カー ドと名 前カー ドを別々に選ぶ ことがで きる。

自分の名前の文字を知 ってい る。

関 ・意 ・態

読 む能 力

知 ・理 ・技

・点 線 に 沿 っ て 線 を 引

く。

(3学 期 も継 続)

進 ん で線 を引 こ うと して いる。

いろんな形の点線に沿って線 を引 くことができる。

鉛筆 を正 しく持つ ことがで きる。

関 ・意 ・態

書 く能 力

知 ・理 ・技

・自分 の名 前や 身近 な

品物の名前を書 く。

(3学 期 も継続)

進 ん で 自分 や 品物の名前 を書 こ うと して い る。

自分や品物の名前を書 くことがで きる.

文字 の形 を正 しく書ける。

関 ・意 ・怨

書 く能 力

知 ・理 ・技

3

学

期

・日常 の 動 作 の 名 前 を

書 く。

進 ん で動作 の名 前 を書 こ うと してい る。

日常の動作の名前 を書 くことがで きる。

絵 の動作 の名前がわかる。

関 ・意 ・態

書 く能 力

知 ・理一 技

(算 数)

学

期
学習活動 評価項 目 評価の観点

1

学

期

・カ ー ドに 示 され る3

種 類 の 品物 を 一 っ ず っ

取 っ て か ごに 入れ る。

カー ドと品物 との対応 に親 しみを もってい る。

指定 され た品物 を選ぶ。

か ごの仕切 りの 中に分類 して入れ る

関 ・意 ・態

思 考 ・判 断

技 能 ・表 現

・箱 の 具 体 物 を 見 て 、

同 じ よ うに分 類す る,

分類 す る こ とにつ いて経 験 を持 と うと してい る。

分類 す る感 覚 を身 につ けてい る.

同 じ種類 の品物 は同 じ箱 に入れ る。

箱 に付 いて いる具体物 をみてそ こに入れ る品物 が わ

か る。

関 ・意 ・態

思 考 ・判 断

技 能 ・表 現

知 識 ・理解

2

学

期

・カ ー ドに示 され る3

種類 の 品物 を指 定 され

た数だ け取 る。

(3学 期 も継続)

自分か ら品物 を扱お うとす る。

指定の品物 を指定 された数 だけ数 えてい る。

指定の品物 を指定 された数 だけ とるこ と渉で きる。

取 って くる品物の名 前 と数 がわかる。

関 ・意 ・態

思考 ・判 断

技 能 ・表 現

知 識 ・理 解
・箱 の 写 真 を 見 て 、同

じよ うに分類 す る。

自分 か ら分 類 してみ よ うとす る。

分類 す る感 覚 を身 につ けてい る、

同 じ種類 の物は 同じ箱に入れ る。

箱に付 いている写真 をみてそこに入れ る物がわか る。

関 ・意 ・態

思考 ・判 断

技 能 ・表 現

知 識 ・理解

3

学

期

・箱 の絵 を 見 て 、 同 じ

よ うに 分 類す る。

箱に付 いている絵 を見てそ こに入れ る品物がわか る。

同 じ種類 の品物 を同 じ箱 に入れ るこ とがで きる.

思考 ・判 断

技能 ・表 現
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8自 立活動に関する評価規準(児 童A)(敦 育課罹編成基準 ・資料の自立活動の具体的肉容表による)

心理 的 ・周 囲 の身 近 な人 々の 中 で,安 心 し

な安 定 て過 ごす。
・次の 活動 に見通 しを もつ。

・活動に見通 しをもって、自席 か ら離 れ ず 、

轄 ち着 い た態 度で 学 習 に 臨む こ とが で き

る。

9本 時の 指導 と評 価(20週 目)(児 童A及 びBの 一部)

学習活動 学習活動における具体的な評価規準
支援の手立て

な ど
評
価

特記 ・改善 点

国

語

(

名

前

力

ー

ド
)

(

書

い

て

み

よ

う
)

自分 の 名

前 カー ド

を選 び 、

自分 の写

真 の枠 に

貼 る。

A 進んで名前 の文字 を読 もうとし

ている。(関)

◎

教 員 の名前 カー ドの選

択 も加 える。

6枚 の名前 カー ドか ら 自分 の名

前 カー ドを選 ぶ こ とがで き る.

(読)

◎

自分 の名 前 の漢 字 と友達 の名 前

の漢字の違 いがわかる。(知)

◎

B 進 んで名前の文宇を読 もうとし

ている.(関)

○

3枚 の名前 カー ドか ら自分 の名

前 カー ドを選ぶ こ とが で きる。

(関))

1枚 ず つ持 ち

上 げ て 見 せ

る.

△ 同 じ字 を含 む 友 達 と間

違 え る こ とが あ る。 継

続す る一 _噸__鯛__鞘 噸_騨 繭 噛函一 騨一鼎__隔 嗣一一_ロー 圖一一一幽一一隔鹸 幽一

点 線 に沿

っ て線 を

引 く。

A 進 ん で線 を引 こ うと してい る,

(関)

o

。。な どの交 差す る線 も一筆 で書

くことができる。

(書)

手 を添 えて援

助す る

△ 交差す る線 の 交点 を避i

けて書 いてい る。

しば ら く継 続す る

鉛筆 を正 しく持つ ことができる,

(知)

o

B 進 ん で線 を引 こ う として いる。

(関)

o

曲線 や 　な どの 点線 に沿 って線

を引 くこ とがで き る。

(書〉

角 の部 分 で言

葉 か け を す

る。

◎ 中抜 きで線 を 書 き入れ

るこ と も試 してみ る、

陶陶飼一一一一一一一一

自分 の名

前 や 品物

の名 前 を

書 く,

一一

A

▼▼u▼_______勒_一__陶 酬_____、_り 一 納 り

進 んで 書 こ うとして い る。(関) O

2～3文 字 の身 近 な 品物 の絵 を

見 て 、その名 前 を書 く。(書)

一文 字 ず つ書

く様 、言葉 か

けす る。

△ 文 字の 順 が入れ 替 わ っ

た りす る.上 か ら下へ

書 く事 を指 導す る。

文字の形 を正 しく書 ける。(知) O

B 進 ん で 書 こ う として い る。(関) o

点線 で 書か れた 自分 の名 前 をな

ぞ る。

(書)

書 くの にあ わ

せ一 文字 ず っ

読み 上げ る。

△ 文 字の構 成 が わか りや

す い よ うに大 きい ます

を使用 す る。

脳

算

「

品 物 を集

め る。

酬

A

納

品 物 を 自 分 か ら扱 お うとす る,

(関)

下

o
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数

(

見

て

集

め

よ

う
)

指 定の 品物 を指 定 され た数 だ け

数 えている,(思)

取 る とき にカ

ー ドを提示
◎

す

㊨暉

カー ドに よる確 認 の支

援 を省 く、

指 定の 品物 を指 定 され た数 だ け

とることができる。(技)

取 って くる品物 の名 前 と数が わ

か る。(知)

B 品物 を 自分 か ら扱 お うとす る。

(関)

一つ ず つ 取 る

よ うに 言葉 か

けす る。

0

教 師の促 しに応 じて 、1種 類1

っずっ とるこ とが で きる。(技)

△ 2つ 以 上 とる場 合 が あ

る。継 続 して指 導.一
品 物 を分

類 す る。

脚

A

り一 陶噛角國幽_陶i陶陶亀一

自分 か ら分類 してみ よ うとす

る。(関)

㎜ 噌一一一一_

◎

__… 【___▼ ▼}_▼ 甲}▼ ▼}▼____剛r貞 帥

品 物 の 数 を 増 や し た

り、絵 に変 えてみ る。

箱 の 写真 を見て 、同 じ品物 を入

れ る ことが で きる。(技)

◎

箱 に付 いて い る写 真 をみ てそ こ

に入れ る物がわか る。(知)

◎

I

B 自分 か ら分類 してみ よ うとす

る。(関)

o

箱 の写真 を見 て、 同 じ品物 を入

れ る こ とが で きる。

(技)

△ 一つ の箱 に次 々入 れ て

しま うの で、 一つ 入れ

た ら一歩 下が らせ る。
噸 剛r尉 り唖貞一_■ ■r貞.陶隔圃_輔一 圃一 噺 r唖員一______「 内 隔飼__隔 内画F▼ ▼_噸

@十 分満足 Oお おむね満足 △課題 が ある

10単 元 の評価 と指導 の改善(A児)

《国 語》

評価 の観点 単元の評価規準 学習の様子 指導の改善

国語 へ の関 進んで名前の文字を 積 極 的に名 前 カー ド選 び の学

心 ・意 欲 ・ 読 も う と して い る 。 習に取 り組 んで いた。

読 態度 阿
む 読む能力 自分の名 字 と名前(漢 ひ らがな 、漢字 を問 わず 迷わ 教 師 の名 前 カー ドの選

こ 字)を 選ぶ こ とが で わず選 ぶ こ とが でき た。 択 を加 える

と き る 。 匝
言語 につ い 自分 の名 前の 漢字 と 自分 の名前 の文 字 は 、間 違い

て の 知 識 ・ 友達 の名 前の 漢字 の な く見分 けてい る。

理解 ・技 能▲ 違 いが わ か る。 .[藪輪 輪 一亀貞一 一 一 幽_一 写--.響 耶 ▼-,冨Fτ 肝 ▼ ▼

国語 へ の関 進 ん で 自分 や 品物 の 書 く活動は大変積極的。友達 対人関係 への関心が薄

心 ・意 欲 ・ 名 前 を書 こ うと して の順番 で あ って も前 に 出て し い と思 われ るの で 日常

書 態度 い る 。 ま う こ とが あ っ た 。 生活の中でも意図的 に

く 匝 関わ りを深 め てい く。

こ 書 く能力 身近 な ものの 絵 を見 文字 の順が入れ替わった りす 一文 宇ず っ 上か ら下へ

と てそ の名前 を書 く こ る 。 書 く事 を指 導す る。

とがで き る。 区
言語 にっ い 文字の形が正確 に書 文字 を線 と円 な ど 「お お よそ 運筆 の基 礎 を重 視 す

て の 知 識 ・ け る 。 の形 」 で と ら え て い る。 る.

理 解 ・技能 区
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《算 数》

評価 の観 点 単元の評価規準 学習の様子 指導の改善

算 数 へ の 関 ものの分 類や 数 え る 前 回 の学習(1つ ず つ取 る)

心 ・ 意 欲 ・ 活動 に関心をもっ。 との変 化 に敏 感 。 カー ドを見

態度 っ め る等、 関心 高い.「 δ

数 学的な考 具体 物 ご とに分 け る 品物 ご とに分 類す る作業 は、 用途分類 の課題を取 り

数 え方 考 え方 を 身 につ けて 確実 に身 に付 いて い る。 入 れ る。

い る 。

示 された数 を数える 1～3ま で は 、 間 違 い な く数 4や5の 課 題 を取 り入

と こ とを身 に付 けてい え る こ とが で き て い る。 れ る 。

る 。

数量や図形に 絵や 写真 と具体 物 の
一瞥 してマ ッチ ングす るこ と

文字 と具体 物 のマ ッチ

計 ついての表現 マ ッチ ン グや分 類 が が で き た。 ン グ に 進 め る 。

・処 理
で き る 。 囹
示 された数字 の分を 指 さしなが ら数唱すればその 数回繰 り返 して指導す

算 数 え る こ とが で き 数 だけ取れ た。 れ ば理 解 で きそ う.

る. 広
数量や図形に ものの仲 間 が ある こ 写真 と同 じもの をあつ める こ

っいて の知識 とが わ か っ て い る。 とは理解 して いる。

・理 解 数字 が品物の数を表 写真の 中の具体物の数 に依存 次第 に数字を大 きく表

す こ とがわ か る。 してい る様 子 だが 、数 字 も見 示す るな ど、工夫す る。

て い る.

《自立 活 動 に関す る評価 》

評価規準 学習の様子 指導の改善

心理

的 な

安定

活 動 に見通 しを もって 、

自席 か ら離 れ ず 、落ち

着 い た 態 度 で 学 習 に 臨

む こ とがで き る。

学習 活 動 の展 開 を カー ド化 し、見 通

しを もて る よ うに した こ とで 、不 安

定 に な る こ とが減 り、 自席 か ら離 れ

る回数 も少 な くな った。 った。

今 後 も、 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン方 法 を 工 夫

し、 情 緒 の 安 定 に努

1め る。

11ま とめ

本 事 例 は、比 較 的知 的 障害 が重 い 児童 の一斉型 での教 科別 の指 導 で 、国語 の 「書 くこ と」

や算 数 の 「数 と計算 」 な どの短 時 間 のモ ジ ュール を組み 合 わせ た形態 の学習 で あ る。 ほぼ毎

日行 う学 習で あ り、単元構 成 は 、年 間 を通 してほぼ 同一 の 内容 を繰 り返 し学 習 し、少 しず っ

変化 す る構 成 とな ってい る。

従 来 の評価 は、一 文 で示 され た 単元 の ね らい にっ い て 「できた」 「で きな い」 とい う表 記

が主 で あった が・評価 規 準 を作成 して 評価 を行 うこ とで 、教科 の 内容 に即 して児 童 の学習活

動 を分析 的 に捉 え る こ ととな り、「読 む こ と」「書 く こと」や 「数 え る こ と」 「分類す る こ と」

を明確 に し、個 々 に応 じた課 題 を設定 す る ことが で きた.と りわ け 、 「関 心 ・意欲 ・態度 」

に関 して は、学 習内容 へ の関心 か 、情緒 の安 定状態 な のか の見分 けが 不十分 に な りが ちで あ

った が 、教 科 の学 習活 動 演一層 明確 にな る こ とで 、児童 の 学習へ の関 心や意欲 を的確 に評価

で き る よ うにな った。

これ は また、教 師側 の教材 の魅 力 や提示 の仕 方 な ど、か かわ り方 の 工夫 を評 価す る尺度 と

して 、授 業改 善の指 標 と して も価 値 が ある もの であ る。
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IV研 究 の まとめ

1研 究の 成果

本 研 究 で は、昨 年度 の 実績 をふ ま え、 「各教 科 の指導 にお い て、観 点別 評 価規 準の 設 定 を

行 い 、分 析的 な評 価 を行 うこ とに よ り、児 童 ・生 徒 の学 習 の実現 状 況が的確 に把握 され 、 必

要 な 学習課 題 が明確 にな る。 そ の結果 、指 導 内容 ・方 法 の改善 力監図 られ 、児童 ・生徒 が確 実

に学 力 を身 に付 け る ことが で き る。1と い う仮説 に基 づ き国 語 ・算数 の教 科 別 の指導 につ い

て 事例 を通 して研 究開発 を進 め て きた。

そ の結果 、次 の よ うな こ とが明 らか にな った。

(1)教 科 の 目標 に 艮 した 点 別 評 準 を 設 定 した 評 に よ り 児 童 。生tのi'u'の 実 ・

況 が 的砲 に把 握 された

知的 障害教 育で は 、一 人一 人 の学習 内容 が、個 に応 じて設 定 され る こ とか ら、指 導要 録

では評 価尺度 に よる評定 を行 わず 、 目標 に準拠 して、 いわ ゆ る個 人 内評価 に よる学 習状 況

が 記載 され てい る。 本研 究 では 、個人 別 に設 定 され た 目標 に準 拠 した評価 を的 確 に行 える

よ うに、教科 の特性 に即 して分 析的 に把握 す る評価 規 準 を作成 し、規 準 に対 して 十分満 足 、

概 ね満 足等 の実現状 況 を評 価 す る方 法 を研究 開発 した もので あ る。

教 科の 内容 に即 した単元や 具 体的 な評価 規準 の作成 は 、指導 計画 作成 の時 点か ら意識 さ

れ るので 、指導 自体 に内容 の曖昧 さを残 さずに取 り組 む ことにつな が ってい る。各 事例 に

お い ては 、 「日々改善す べ き点 が 明確 にな り、焦 点 を絞 り、スモ ール ステ ップ で計 画す る

こ とがで きた。(事 例1)」 「評 価 の観 点 を窯点化 す る ことで 、活動1つ1つ の児 童 の ね ら

いが 明確 に な る(事 例2)」 「教 科 の学 習 活動 が 一層 明 確 に な る こ とで 、児 童 の 学習 へ の

関 心や 意欲 を的確 に評価 で きる よ うにな った。事 例3」 な ど、本研 究 に よる観点 別評 価規

準 を設 定 した評価 を行 うこ とで 、児童 ・生徒の学 習 目標 の実現 状況 が よ り明 確 に把握 で き

た こ とが示 されて い る。

ま た 、本研 究で は、観 点別評 価 を@O△ の記 号の表 記 だ けで は表 現 で きに くい 部分 を 「特

記 ・改 善 点」 の項 目を設 けて 記述 す る よ うに し、 「関心 が ど こへ 向 か づた い た の か」 「課

題 に 乗れ てい る、芽生 えが あるのか 」な どにつ いて の評価 も大 切 に し、次の 指導 にっ なげ

や す い配慮 を し、事例 を通 して 、その 効果 が評 価 され てい る。

(2)評 の 実 に よ り 一 に応 じた を展 る こと恭 できた

知 的障 害教育 にお いては 、集 団の指 導 におい て も一 人一 人 に応 じた学 習 内容 を設定 して

指 導 を行 ってい る。 本研 究 で は学習指 導要 領の各 教科 の 内容 か らま とま りごとの評価 規 準

を作成 し、それ を単元 の評価 規 準や学 習活 動 にお け る具体 的 な評価 規準 の作 成 の元 に して

い るが 、その際 に、個 々の 障害や 学習 の状 態 に応 じて、適 用す る内 容 の段階 が選 択 され て

い る.ま た、適用 す る内容 が同 じ段 階で 、単元 の評価 規 準が 同 じで あ って も、具 体的 な評

価 規 準 の作成 にお い て は、た とえば 、事例3に ある よ うに 「6枚 の 中 か ら正 しい1枚 を選
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ぶ 」 児 童 と 「3枚 の 中か ら正 しい1枚 を選 ぶ」、「教 師 にカー ドを提 示 して も らい … 」

「自分 で カ ー ドを見 て … 」 な どの学 習 の習 熟度 や必 要 な支援 によって学習 の展 開 が異

な る もの が作成 され るな ど、個 に応 じた評 価規 準が作成 されて い る。

従 来か ら、一斉 型 の指導 にお い ては 、 一人一人 に合 わせ て指導 内容 を的確 に用意 す る こ

とが 常 に課題 とな ってい たが 、本研 究 の 事例 の よ うに 、綿密 に個 に応 じた評 価規 準 を作成

して 実際 の指 導 に 当た る こ とに よ り、個 に応 じるた めの指導 につ いて も一層 の充 実 を図 る

こ とがで きる よ うに な る。

(3)自 立活 動 の評 規 を作 成す る こ とで 、教科 の内 容 を明確 にす るこ とがで きた

知 的障 害 教育 にお い て は、 教科 別 の指 導 にあって も具体 的 に学習 を展開す る上で児 童 ・

生徒 の障害 の 状態 に応 じて 自立活 動 の指 導が必要 な場 合 があ る。 このた め、教科 の指 導 の

評 価 規 準 の作成 とは別 に 、個 別 指導 計画 に基づ く指導 内容 に即 して 自立活 動 に関す る評 価

規 準 を作 成 した。(事 例1,3)

この こ とによ り、教 科 の内容 に つい ての 「関心 ・意欲 ・態度 」 の観点 だ けで は評価 で き

ない児童 ・生 徒 の心理 的 な側 面を 的確 に把握 し、 学習 に取 り組 む ことへ の適切 な支援 を行

うこ とにっ な が った と考 え られ る。

2今 後の 課 題

今 後 、知 的障 害 教育 にお いて も、 学習 の評価 につ いて の説 明責任 を求 め る声 は 、一層 高 ま

るこ とが考 え られ る。 その 際、観 点別 の評価 に よ り、的 確な学 習状 況の評価 が行 われ てい る

こ とで 、保 護 者 や 通常 の学級 の担任 か らの信頼 を得 てい くこ とに もっ なが る。

観 点 別評 価 の実 施 におい て は、評価 の観 点 を明 らか に し、 どの よ うな力 をっ け させ たい か

を明確 に して い くこ とが課 題で あ り、 単元や 学習活 動 にお け る具 体的 な評 価 規準 の作成 を一

層綿 密 に行 う必 要 が ある。

児童 ・生徒 に どん な力が 付い たの か を明 らかに して い くた め に、各教科 の 内容 の ま とま り

ご と レベル 、単元 レベ ル、 具体 的 な レベ ル と評価規 準 を設定 す る こ とにな る。 評価 を行 う指

導 内容 は 、教科 別 に さま ざま あ り、個別 へ の対応が 含 まれて膨 大 な もの となるが 、内容 とそ

の評 価 規 準 に関す る情 報 を蓄積 、整 理 し、各 学校 で、話 用で きるもの と して い くこ とも大切

であ る。ま た、誰 にで も、評価 しやす い指 導 ・評価 計 画 シー トの工夫 も重要 な課題 で あろ う。

ま た、 知的 障害 教育 にお いて は 、将来 の社 会参加 ・自立 に向 けて、実 際の生 活 にお け る能

力 の 向上や 行動 の 変容 が重 視 され るe教 科学 習にお いて 、◎ 、Oが つ いて 「で きた」 とい う

評価 が あれ ば 、即 、そ の力 が他 の場 面 に も応 用 され て生 活面 で定着 ・発揮 され る ことが期 待

され る もので あ る。 この ことか ら、 家庭や 進 路先 との評 価の視 点 を共有化 し、妥 当な評価 規

準や 生活 場 面 にお いて 、教科 の 内容 の定着 を評価 してい くこ とが 重要 であ る。

今 後 は、 各学 校 が指 導 と評 価 の一 体化 を一層 進 め 、具体 的 な視 点 で保護 者 に説 明 し連 携

を とづ て い く上 で 、本研 究 が、各 学校 の 実践 に参考 にな り、普及 してい くこ とを望 んで い る.
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